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麗澤大学 内尾太一助教 著 

『復興と尊厳 震災後を生きる南三陸町の軌跡』出版 

～東日本大震災の被災地を深層から描いた復興過程の記録～ 

麗澤大学(千葉県柏市/学長：中山理) 外国語学部 内尾太一助教が「復興と尊厳 震災後を生きる南三陸

町の軌跡」を平成 30年 11月 22 日（木）に出版しました。内尾助教は、大学院生時代に NPOを立ち上げた

ことをきっかけに、東日本大震災の被災地支援とフィールド調査を並行して進めてきました。その実践と研

究の成果であるこの著書は、5年の長期にわたり被災地を深層から捉えた、比類なき復興過程の記録です。 

この著書では、被災直後の生活再建にはじまり、防潮堤の建設計画や震災遺構の保存問題などをめぐる住

民の議論まで、変化する復興のステージを刻々と描くなかから「尊厳」という新たな視座を浮かび上がらせ

ています。執筆者の内尾助教は、西日本豪雨で甚大な被害を受けた岡山県倉敷市出身でもあり、同書のタイ

トルでもある「復興と尊厳」という問題設定は、多様な災害の被災地に適用されるものだと記しています。 

 

【著書の概要】 

◆発売日：平成 29 年 11月 22 日(木) 

◆著 者：内尾 太一（麗澤大学 外国語学部 助教） 

◆出版社：東京大学出版会   ◆価 格：3,800円(税抜) 
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【著者プロフィール】 

内尾 太一（うちお たいち） 麗澤大学 外国語学部 助教 

1984年生まれ。福岡教育大学教育学部卒業。その後、東京大学大学院総合文化研究

科にて博士号（国際貢献）を取得。研究テーマは「現代日本における多文化主義」

「大規模自然災害と人間の安全保障」。専門分野は「文化人類学」と「人間の安全保

障」。「人間と災害」をテーマに研究を続け、自然災害の被災地で精力的にフィール

ドワークを行う。調査地域は日本とチリ。災害時における国際協力や NPO・NGO、ボ

ランティアについても文化人類学の観点から研究している。 

 

【麗澤大学について】 

麗澤大学は昭和 10 年、創立者の廣池千九郎（法学博士）が「道徳科学専攻塾」を現在のキャンパス（千葉

県柏市光ヶ丘）に開塾したことから始まります。心豊かな人間性を養い、国際社会に貢献できる人材の育成

をめざし、今では大学・高校・中学・幼稚園を開設しています。また留学生の受け入れも積極的に行ってお

り、キャンパスには世界約 30 の国･地域から留学生が集まり、さまざまな言語が飛び交っています。 

【本件に関するお問合せ先】 

麗澤大学 URL: http://www.reitaku-u.ac.jp/ 〒277-8686 千葉県柏市光ヶ丘 2-1-1 

入試広報グループ担当：川原（かわはら）Email：pr@reitaku-u.ac.jp   

TEL：04-7173-3030  FAX：04-7173-3585 


